
 

 

 

 

 

 

 

令和７年（２０２５年）１１月    大阪市立佃小学校長 伊藤 忠弘 

 

読書週間（10月 27日～11月 9日）について 
 今年も読書週間が始まりました。10 月 27 日～11 月 9 日の文化の日をはさんだ 2 週間です。 

今年の読書週間の標語は、「こころとあたまの、深呼吸」。読書をすることで、深呼吸のように

日々の気持ちや考えをいったんゆっくりと休ませて、新しい世界に浸る時間にしてほしいと思い

ます。読書をすることには、次のような効果があります。 

１ 新しい世界に出会える 

 見たこともない場所、出会ったことがない人、感じたことのない気持ちに出会える。 

２ 自分の気持ちや考えが広がる 

 「こんな風に考えたらいいいかも」「自分だったらこんな行動をとるかな」と、自分自身を振

り返ることができる。 

３ 心が落ち着く時間になる 

  

 本校の経年調査のアンケート（３～６年）では、「読書が好きですか？」の項目への肯定的な

回答は 71.1%でした。最近の民間の調査では読書をしない子が増えているという結果もあるよ

うで、１０年前に比べて１日の中で読書をしない子が 1,5 倍になったそうです。 

この読書週間を機に読書に親しみ、自分にとって素敵な 1 冊に出会えたらいいですね。 

 

 

 

 

 

 

大阪府オーサービジット事業（3年生 12月 11日） 
 昨年度に引き続き、「オーサービジット事業」が当選し、12 月 11 日に作家の楠 章子（くす

のき あきこ）さんが来校されることが決まりました。３年生の教室でお話をしてくださいます。 

 「オーサービジット事業」とは、作家や著名な文化人を学校に招いて、講演やワークショップ

を行う取り組みです。児童が直接作家や文化人と触れ合う機会ができ、読書や創作活動への関心

を高める効果があります。 

先日、３年生の教室で、楠章子さんの「ばあばは、だいじょうぶ」の絵本の読み聞かせをして、

感想や楠さんに聞いてみたいことなどをカードにまとめました。それを直接ご本人にお届けしま

す。当日、どんなお話をしてくださるか楽しみです。 
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